
平成30年度 食育推進に係る実践報告書 

学校名 呉市立呉中央小学校 

 

１ 学校における食育の現状（昨年度からの課題等） 

  本校では，給食をはじめ食に関する体験や指導を楽しみにしている児童が多い一方，規則正しい生活習慣

を確立できていない児童がおり，早寝早起き朝ごはんが定着している児童の割合は91.6%である。また，朝食

摂取率は96.9%である。 

２ 学校の食育に係る目標（成果指標・目標値） 

食育推進目標「生涯を通して，自分の健康を考えた食べ方や調理する力を身に付けた子供を育てる」 

目標値 ： 早寝早起き朝ごはんの定着率 92%以上 

３ 食育の目標に対する具体的な取組 

 【取組１】（テーマ）  生活リズムの確立に向けた取組             

・早寝・早起き・花マル朝ごはんキャンペーン 

 併設する中学校と連携し，呉中央中学校区での取組として「早寝・早起き・花マル朝ごはんキャンペーン」

を年３回実施した。期間中は生活リズムを意識した生活を促すため，就寝時刻や起床時刻の目標を決め，早

寝，早起き，朝ごはんや家庭での学習，メディアとのつきあい方に関する振り返りカードへの記入を行った。 

期間終了後は，振り返りカードから課題のある児童に対して， 

養護教諭とともに休憩時間等を利用した個別指導を保健室にて 

行った。 

 

・教職員による食育劇 

 ３学期のキャンペーンでは，小・中学校合同でのお話朝会において，教職員による食育劇を行い，キャン

ペーンの啓発に加え，朝食の大切さや赤・緑・黄色の揃った朝食がよいことなどについて楽しみながら理解

するとともに，実践しようとする意欲付けを行った。 

 

 

 

・朝食の「お手伝いチャレンジカード」 

自分で調理ができる児童の育成に向け，５・６年生を対象として朝食に関する「お手伝いチャレンジカー

ド」を６月と10月に実施した。夏休み前の６月に行うことで，時間のとれる夏休みに再チャレンジする意欲

をもたせることや，ひろしま給食の調査期間である10月に合わせることで，ひろしま給食を作ることにも意

識を向けるようにした。 



 【取組２】（テーマ）  家庭と連携した取組                 

・料理教室 

 給食メニューや前年度のひろしま給食を取り入れた保護者対象の料理教室を６月に実施した。夏休みに

向けて，親子で料理をしようという気持ちをもってもらうために，児童に人気のある給食メニューや簡単

メニューを取り入れた。 

 

 

・給食学習会 

学校給食の紹介に加え，朝食摂取率向上に向けて，朝食の意義や必要性について伝えるとともに，簡単

朝食レシピ集を配付した。 

・お話しましょう会 

   養護教諭と連携し，学期末の個人懇談会に合わせて保護者との個別相談会を実施した。肥満傾向や少食，

偏食，朝食欠食等課題のある児童に対して，学級担任から保護者に声かけをすることで，多くの保護者に

参加していただくことができた。発育測定の結果などをもとに成長状況を踏まえ，個々に見合った食事を

摂取することや朝食の必要性を伝えた。また，小学生にふさわしい１食分の食事量や給食のごはん基準量

の展示，茶碗へごはんをよそう体験コーナーを設けることで，実生活に生かすことができるよう工夫した。 

 

 

 

 

 

４ 「ひろしま給食１００万食プロジェクト」の取組について 

呉市では市内で統一したメニューを提供するため，栄養教諭や学校栄養職員が協働して「ひろしまオール

スター★担々丼」に組み合わせるメニューの研究を行った。また，１月の全国学校給食週間では，呉市の児

童生徒が応募した作品の中から「ひろしま給食 呉市版」として，「食べてくれ～汁」を「ひろしまオールス

ター★担々丼」と組み合わせて提供した。児童生徒のメニュー開発への思いとともに呉市の地場産物等の紹

介もした。朝食リーフレットに掲載された呉市内の児童が考えたメニューを給食に活用することで，児童や

生徒のがんばりを家庭に広めることができた。 

 

 

 

 

 



５ 取組に対する成果と課題 

 【成果】 

 生活リズムに関する個別指導後の児童の様子から，自分の生活を改善していこうとする意欲が見られた。 

朝食の「お手伝いチャレンジカード」には，保護者の感想に「普段は箸が進まない朝食も，自分で作ると

楽しく食べていた」とあり，朝食摂取の意欲付けになっていた。また，児童の感想には「お手伝いをしたこ

とで，朝食の大切さを改めて感じた」，「お母さんたちが栄養のある朝食を作ってくれるのは，バランスの良

い食事が大切だからだと思った」などがあり，バランスのよい朝食摂取につながる取組となった。 

 【課題】 

 早寝早起き朝ごはんの定着率は７月では91.9%だったが，１月は91.3%であった。朝食の摂取率も下がって

おり，７月には96.4%だったが１月は96.2%だった。年間を通じて朝食を摂取する意欲付けが必要である。ま

た，朝食を欠食する児童が固定化していることや，朝食の必要性を感じていない児童も見受けられ，個別指

導を継続していく必要性を感じた。 

 

６ 今後の取組に向けた改善方策について 

養護教諭や学級担任と連携し，生活習慣と合わせて朝食摂取に向けた取組を継続する。また，朝食に関す

る指導や給食学習会の内容など学校の取組を家庭に伝えたり，朝食おすすめレシピを通信に掲載したりする

ことで保護者啓発の充実を図る。 

 


